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１．出版紹介

出版の経緯： 2010年にガスクロマトグラフィー研究懇談会がキャピラリーガスクロマトグラ
フィーの実習用副読本として監修・出版した「役に立つガスクロ分析」（みみずく舎）をGC
懇設立60周年記念事業として改訂する企画を立てたが、出版社の意向で絶版（在庫限り
で販売終了）となる事が確定、「ガスクロ自由自在Q&A」を出版した丸善出版に出版企画
を相談し採用された。書籍名「ガスクロ自由自在」（仮）、刊行は2021年9月を予定。

ガスクロマトグラフィー研究懇談会の書籍

1997年刊
講習会副読本
GC分析と多数の
応用例、超臨界流
体抽出・クロマト
グラフィーを収録

2010年刊（絶版）
講習会副読本
GC/MSを加え、実
習用として試料誘
導体化法他多数の
具体例を紹介

2007年刊
運営委員が疑問や質問に答える形でわか
りやすく解説、GCとGC/MSを用いた分析
の現場で役立つ知識を満載

1999年刊（翻訳）
キャピラリーカラ
ムへの試料導入法
を理解し使いこな
すためのガイド

ガスクロ自由自在（仮） 2



ガスクロ自由自在（仮）・出版企画と趣旨
ガスクロマトグラフィー研究懇談会の実習での経験を基に、目次から一新して講習の副
読本として基礎をしっかりと理解できる教科書とし、基礎を重視しつつも、最新の技術や
情報を入れ、内容にも可能な限り最先端の要素も入れる。一般的な教科書・解説書・技
術書として使用出来ることを念頭に、ガスクロマトグラフィーを用いた分析に携わる研究
者・技術者のみならず、オペレーターや学生等なるべく広い読者層を意識した内容で企
画した。
この為に、ガスクロマトグラフィーで用いられている装置の基本原理や様々な手法の紹
介と共に、装置（ハード）の解説に、装置の使用法、操作に関連するソフトウエア―も加え
た。また、キャピラリーカラムを用いたGC/MS（分析法と装置）に関する教科書が少ない
ので、この部分を充実した。
さらに、主な利用分野を中心に最近の実例をあげて、具体的な操作も掲載し、企業のカ
タログや技術資料を読み解く参考になるよう配慮した。
執筆は運営委員以外にもなるべく多くの企業の技術者に参加してもらい、使用者の理
解を助ける工夫をした（島津、アジレント、ジーエルサイエンス、日本電子、フロンティアラ
ボ、サーモフィッシャ―、パーキンエルマー、ゲステル、西川計測、東京化成）。

趣旨と構成上の留意点
・基礎がしっかり理解でき、よりよい応用に役立つこと
・最新技術をカバーしていること
・ガスクロマトグラムから得られる情報を読み解く知識が得られること
・応用・実用例で基礎・理論が活かされているという理解を深められること
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ガスクロ自由自在（仮）・目次
2021年9月刊行予定I 総 論

第1章 歴史と現状
1.1 創始と普及
1.2 広範囲な分野への展開
1.3 高度化と応用分野の発展

第2章 GCとMSの基礎（理論）

第3章 装置の概要

II ガスクロマトグラフィー

第4章 ガスクロマトグラフィーの構成と機能

第5章 分析操作の実際（試料処理とGC）

III ガスクロマトグラフィー質量分析

第6章 GC/MSの構成と機能

第7章 GC/MSの分析操作の実際

IV 技術の進化

第8章 最近の技術

第9章 クロマトグラフィーデータ
システムと情報管理システム

V 応用例

第10章 GCの実例・応用例

第11章 GC/MSの実例・応用例
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本書では便宜上GC,GC/MS共に手法と装置を区別せず表記し
ているので、文意を汲んで読み分けて頂きたい。



第2章 GCとMSの基礎
2.1 分離場と平衡
2.2 成分の分離
2.3 保持指標
2.4 段理論
2.5 速度論と理論段相当高さ
2.6 分離の評価法
2.6.1 分離度
2.6.2 分離数

2.7 ピーク形状
2.8 温度プログラム分離法
2.9 検出法
2.9.1 検出器の感度と検出下限
2.9.2 MSの利用

2.10 定性分析
2.11 定量分析

COLUMN-1 キャリヤーガス流量と流速
COLUMN-2 分離の調節：理論段数と分離度の使い方
COLUMN-3 ガスクロマトグラフィーの基礎用語
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第3章 装置の概要
3.1 ガスクロマトグラフ
3.1.1 流量制御部
3.1.2 試料導入部
3.1.3 分離部
3.1.4 検出部（検出器，検出器槽）
3.1.5 データ処理装置
3.1.6 各種技術・付属装置

3.2 ガスクロマトグラフ質量分析計

3.3 試料導入から検出までの操作の概要
3.3.1 GCの場合
3.3.2 GC/MSの場合

COLUMN-4 最新技術の紹介
COLUMN-5 最新のJIS
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II ガスクロマトグラフィー

第4章 ガスクロマトグラフの構成と機能
4.1 キャピラリーカラム用試料導入部
4.1.1 はじめに
4.1.2 スプリット注入法
4.1.3 スプリットレス注入法
4.1.4 直接注入法
4.1.5 コールドオンカラム注入法
4.1.6 昇温気化注入（PTV）法
4.1.7 充塡カラム用試料導入部

4.2 カラム
4.2.1 はじめに
4.2.2 充塡カラム
4.2.3 キャピラリーカラム

COLUMN-6 マイクロパックドカラムと充塡剤の進歩



4.3 検出器
4.3.1 概要と分類
4.3.2 熱伝導度検出器（TCD）
4.3.3 水素炎イオン化検出器（FID）
4.3.4 電子捕獲検出器（ECD）
4.3.5 炎光光度検出器（FPD）
4.3.6 熱イオン化検出器（TID）
4.3.7 化学発光検出器（CLD）
4.3.8 光イオン化検出器（PID）ランプ形と放電形（PDPID, BDPID）
4.3.9 ディスチャージイオン化検出器（DID）
4.3.10 原子発光検出器（AED）
4.3.11 フーリエ変換赤外分光光度計（FT/IR分光光度計）
4.3.12 その他の検出器
4.3.13 その他の検出法

COLUMN-7 感度について
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4.4 試料導入装置
4.4.1 はじめに
4.4.2 液体試料導入装置
4.4.3 気体試料導入装置
4.4.4 ヘッドスペースサンプリング装置
4.4.5 パージトラップ装置（P&T）
4.4.6 熱脱着装置（TD）
4.4.7 容器採取法（キャニスター）の自動導入装置
4.4.8 熱分解装置（pyrolyser）
4.4.9 カラム槽冷却装置（オーブンクライオ）
4.4.10 試料導入と流路切替技術
4.5 使用ガス

COLUMN-8 ヘリウム不足問題
COLUMN-9 ガスクロマトグラフィーによる分析方法の開発手順・測定化合物例
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第5章 分析操作の実際
5.1 試料調製法と試料前処理法の選択
5.2 試料調製法
5.2.1 標準物質
5.2.2 試料調製
5.3 試料の前処理
5.3.1 誘導体化
5.3.2 固相抽出法
5.3.3 固相マイクロ抽出法
5.3.4 スターバー抽出法
5.3.5 ヘッドスペース法とパージトラップ法
5.3.6 超臨界流体抽出法
5.3.7 吸着捕集法
5.3.8 その他
5.4 カラムの選択と条件設定
5.4.1 カラムの選択
5.4.2 キャピラリーカラムの選択
5.4.3 キャリヤーガスの種類
5.4.4 カラムパラメータ

COLUMN-10 分離の調節：分離係数の求め方・使い方と分離の改善の検証方法
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5.5 定性分析
5.5.1 保持値による定性
5.5.2 検出器からの情報の利用

5.6 定量分析
5.6.1 標準試料
5.6.2 絶対検量線法
5.6.3 補正面積百分率法と面積百分率法
5.6.4 内標準法
5.6.5 標準添加法
5.6.6 精度管理

5.7 データ処理
5.7.1 波形処理パラメータ
5.7.2 ピーク波形処理の確認
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III ガスクロマトグラフィー質量分析

第6章 GC/MSの構成と機能
6.1 GC部
6.1.1 GC
6.1.2 インターフェース
6.2 イオン化部
6.2.1 GC/MSで用いられるイオン化
6.3 質量分析部
6.3.1 シングルMS
6.3.2 タンデムMS
6.4 検出部
6.5 真空排気部
6.6 測定モードとデータ
6.7 GC/MS用カラムとキャリヤーガス

COLUMN-11 同位体希釈質量分析法（IDMS）
COLUMN-12 GC/MSの性能評価
COLUMN-13 質量分析計の分解能
COLUMN-14 MSにおけるm/zと質量
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第7章 GC/MSの分析操作の実際
7.1 シングルMS
7.1.1 測定操作
7.1.2 定性分析
7.1.3 定量分析
7.1.4 GC/MSにおける質量スペクトルの解析
7.2 タンデムMS
7.2.1 測定操作
7.2.2 定性分析
7.2.3 定量分析
7.2.4 質量スペクトル解析
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IV 技術の進化

第8章 最近の技術
8.1 最新電子フローコントロール
8.1.1 アジレント・テクノロジー社
8.1.2 島津製作所
8.2 ハートカット法（GC-GC）
8.3 包括的二次元ガスクロマトグラフィー
8.3.1 GC×GCのシステム
8.3.2 GC×GCデータの変換と解析
8.3.3 GC×GCでの分析例
8.4 ファースト（高速）GC
8.4.1 ファースト GCの手法
8.4.2 カラムを短く，内径を小さくする方法
8.4.3 キャリヤーガスを変える方法
8.4.4 昇温速度を早くする方法
8.5 マルチ検出法
8.5.1 測定例
8.6 マイクロGC，ポータブル（携帯形）GC
8.6.1 可搬形と携帯形の技術
8.6.2 携帯形とハンディ形の技術
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第9章 クロマトグラフィーデータシステムと情報管理システム
9.1 クロマトグラフィーデータシステム（CDS）
9.1.1 基本構成
9.1.2 応用機能
9.2 ネットワーク化
9.2.1 ラボのネットワーク―その種類と特徴
9.2.2 CDSのネットワーク化
9.3 GXP対応とデータインテグリティ
9.3.1 GXP環境下でのラボインフォマティクス
9.3.2 CDSのデータインテグリティ
9.4 CDSの実際
9.4.1 島津LabSolution
9.4.2 Agilent OpenLab CSD



V 応用例

第10章 GCの実例・応用例
10.1 品質・純度測定（FID・TCD）
10.2 システムGCによる無機ガスおよび低級炭化水素の分析（TCD・PID）
10.3 石油類の分析（PONA-GCシステムによるガソリンの組成分析）（FID）
10.4 医薬品中の残留溶媒分析（日本薬局方，USP，EP）（FID）
10.5 食品中の脂肪酸メチルエステル（FAME）の分析（FID）
10.6 石油・硫黄関連（SCD）
10.7 香料関係（FID）
10.8 環境水，排水中のPCBの分析（ECD）
10.9 作業環境測定（FID）
10.10 環境水，排水中の農薬の分析（ECD・FPD・FTD）
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第11章 GC/MSの実例・応用例
11.1 VOC/カビ臭分析
11.2 残留農薬分析（ポジティブリスト）
11.3 水道水中農薬の分析
11.4 加熱脱着法による厚生労働省の室内空気規制成分の分析
11.5 SA-SBSEによる山廃仕込み清酒中の香気成分の分析
11.6 GC×GC/MSによる分析
11.7 熱分解/加熱脱着法によるフタル酸エステル類の分析
11.8 熱分解法による高分子材料分析
11.9 メタボロミクスへの適用
11.10 残留性有機汚染物質（POPs）の分析
11.11 ダイオキシン類およびPCBの分析
11.12 法医関連の薬物分析
11.13 PICIによる分子量推定
11.14 統計解析による食品分析
11.15 GC/MSデータベース法

付録

１．GC関連の論文誌（日本）
２．GC関連の論文誌（海外）
３．GC関連書籍（簡単な紹介文付き）
和洋書、雑誌の増刊号、オープンアクセス書籍、日本産業規格（JIS）

JISで使われているGCとGC/MSを用いた個別分析一覧表
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2．監修にあたり留意した点
ガスクロ・ガスマス自由自在（仮）

監修の方針・分担

用語の整理

Columnの利用

目次の見直しと内容の整理

実用例の紹介方針
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監修・査読の方針・分担
（保母敏行、代島茂樹、前田恒昭、佐藤博、丸善出版（出版社））

出版の趣旨に沿っているか（査読時の留意点）
・基礎がしっかり理解でき、よりよい応用に役立つか
・最新技術をカバーしているか
・得られる情報(ガスクロマトグラムや質量スペクトルなど）を読み解く知識が得られるか
・応用・実用例で基礎・理論が活かされ、実際分析の適用時での理解を深められるか

目次・見本原稿に沿った内容か（査読時の留意点）

ページ数のバランス確認と調整

記述内容の誤り訂正、適正なイラストや図の使用のチェック（査読時の留意点）

想定する読者対象に沿っているか（GC分析する研究者・技術者、オペレーター等）

その他の留意点
・執筆者の意向を尊重しつつ、上記方針に沿って査読者が修正
・大幅修正の場合は執筆者に修正内容を説明し協議・リライト依頼
・査読中に全体構成を見直し、目次・配置を修正、説明が不足している部分を補充
・本文で説明しきれない部分をColumnとして追加し理解を助ける
・用語の整理、実用例の紹介部分の書式整理
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基礎を理解しやすい説明
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動作原理を理解しやすい図と説明
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実際のクロマトグラムから得られる情報の利用法



用語の整理
日本産業規格（JIS）の用語・表記、単位（SI単位）を揃える
準拠：JIS K 0114:2012（ガスクロマトグラフィー通則）
準拠：JIS K 0123:2018（ガスクロマトグラフィー質量分析通則）
参考：JIS K 0214:2013（分析化学用語（クロマトグラフィー部門））

JIS K 0215:2016（分析化学用語（分析機器部門））
執筆依頼は上記に揃える事としたが、下記のような慣用的な用語使用が多くみられた。
キャリヤーガス：キャリアガス、キャリヤガス メイクアップ：メークアップ
キャリヤーガス流量：カラム流量、カラム中流量、カラム内キャリヤーガス流量
カラム槽：恒温槽、オーブン カラム槽温度：カラム温度、オーブン（温度）、オーブン温度
カラム槽冷却装置：オーブンクライオ
カラム、キャピラリーカラム：GCカラム、GCキャピラリーカラム
カラム入口圧力：カラムヘッド圧、注入口圧力 インサート：ライナー
分離条件：GC条件、GCのプログラム時間
クロマトグラム：クロマトデータ、クロマトチャート 検出器出力信号：クロマト信号
クロマトグラフ：クロマト機器、クロマト装置 質量スペクトル：マススペクトル
メタンを試薬ガスとしたPICI：メタンPICI質量スペクトル

文脈から推定して変換した用語も相当数みられた
メソッド、デバイス、GCカラムピーク条件、測定感度、クロマト分析、クロマト分析結果、ク
ロマト解析、クロマト波形処理、標品・標準品・標準試料・標準液、分析例・測定例・分離
例・適用例、結果データ・結果レポート・結果ファイル・結果値、感度係数・感度補正係数・
相対補正係数・補正係数・応答係数・相対応答係数等
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Columnの利用

囲み記事として本文の理解を深めるために追加、半ページから1ページ程度
Column 1：キャリヤーガスの流量と流速
Column 2：分離の調節：理論段数と分離度の使い方
体積流量と質量流量、キャリヤーガスの流速（線速度）の違い

Column 3：ガスクロマトグラフィーの基礎用語
Column 4：最新技術の紹介
Column 5：最新のJIS
Column 6：マクロパックドカラムと充塡剤の進歩
Column 7：感度について

JIS K 0211分析化学用語(基礎部門)では二つの意味があり、読み解くときに要注意
a) ある量の測定において，検出下限で表した分析方法又は機器の性能
b) 検量線の傾きで表した分析方法の性能

Column 8：ヘリウム不足問題
Column 9：ガスクロマトグラフィーによる分析方法の開発手順例

ガスクロマトグラフィーで測定可能・測定困難な化合物の例
Column 10：分離の調節：分離係数の求め方・使い方と分離の改善の検証方法
分配係数が変わらない条件でホールドアップタイムを合わせると保持時間が同じ
固定相液体の選択は保持比の変化と分離度を比較すると検証できる
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αx/std    



Column 11：同位体希釈質量分析法（IDMS)
Column 12： GC/MSの性能評価

GCの検出器としてのMSの性能評価項目と実用的な評価についてコメント
Column 13：質量分析計の分解能
質量分析計における10%谷の定義、ピークの半値幅（FWHM）の定義について

Column 14：MSにおけるm/zと質量
質量スペクトルの横軸（mオーバーz）の定義と関連する略号と要点について

欄外の注
＊補正係数(correction factor)と同じ意味の語として巷間「応答係数」，「感度補正係
数」等の使用例が存在する．JIS K0123：ガスクロマトグラフィー質量分析通則では基準
物質を決めて，相対値とした「相対応答係数」を採用している．そこで，本書では応答係
数(response factor)も補正係数の同意義語として使用する．
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(b) 10%谷定義(a) FWHM定義



目次の見直しと内容の整理
Ⅱガスクロマトグラフィー
・キャピラリーカラムを用いる方法を中心にしたが、充塡カラムの利用も紹介
充塡剤、試料導入部など
・光イオン化検出器と放電形光イオン化検出器の検出原理と用語を整理して紹介

PID、PDPID（PDHID）、BDPID（ BID）、DID、等
・その他の検出器に検出法を追加
メタン化反応装置、ポストカラム反応の利用、O-FID
・機器としての多彩な試料導入装置の紹介と原理としての試料前処理法の紹介を分離
・試料調製法と試料前処理法の選択について統合・整理し必要事項を追加
・前処理法としてヘッドスペース法とパージトラップ法を整理して紹介
・試料採取法を分類整理、SPME以外の捕集後直接GCに導入する装置を紹介
Ⅳ技術の進化
・各種電子流量制御、GCｘGC、マルチ検出、ハンディ形、携帯形など現場使用で用いら
れるGC、GC/MS等の技術を紹介
〇必要ヵ所に前書きや概要紹介文を追加

実用例の紹介方針
GCとGC/MSに分け、利用分野の代表的な分析スキームを紹介し、実際の現場や実習に
使えるよう例示。実用例は見開き2ページとして分析のフロー、分析条件とクロマトグラム例、
解説を掲載
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実用例：GC
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実用例：GC/MS



反省点
・文献や参考資料の引用が統一した指針の下で行われなかった（執筆者まかせ）
・用語の使用はJISとの整合を図ったが、JISに対応していない部分や現場での使用
状況から徹底できない部分があった。GC/MSとGC-MS、Scanとスキャン等
・ページ数の制約があり、十分な説明ができなかった部分があった。カラムの極性、
試料と固定相間の相互作用、キラルカラム等
・新型コロナ感染症の影響で対面での監修者会議の開催回数が限定的になり、内容
整理に思った以上に時間がかかってしまった

その他
ガスクロ自由自在Q&Aとの連携・図の共有等が十分に行われたか？
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この場を借りて、ご多忙のなか執筆頂いた方々と企画を整理して成書にまとめ上
げて頂いている丸善出版の編集方々に感謝いたします。

2021年9月刊行予定


